
(57)【要約】

内視鏡またはカテーテルのための電気外科用器具（５）

であって、高周波電流の作用下で、接触式の電気外科的

処置においても、イオン化可能なガス中での無接触式の

プラズマ凝固においても運転されることができる形式の

ものに関する。内視鏡（３）の器具通路（１）内に導入

可能なガイド管（７）の遠位端部に定置の電極（３３）

が配置されており、該電極は、接触式の処置のために設

けられた電気外科用電極（１１）が、ガイド管（７）内

に引き戻された位置で、コンタクトエレメント（３７）

を介して電極（１１）に接続されている。電極（１１）

が引き戻された位置は、必須ではないが、操作装置（１

３）のストッパ（２１）及び／又はコンタクトエレメン

ト（３７）の適当な配置および寸法設定によって保証す

ることができる。電極（１１）の引込み位置の光学的な

制御は必要ない。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 ま た は カ テ ー テ ル の た め の 電 気 外 科 用 器 具 で あ っ て 、
　 内 視 鏡 の 器 具 通 路 （ １ ） ま た は カ テ ー テ ル 内 管 を 介 し て 導 入 可 能 な 、 少 な く と も 外 面 で
は 導 電 的 で な い 、 遠 位 端 部 で 開 か れ た 、 有 利 に は フ レ キ シ ブ ル な 管 （ ７ ） が 設 け ら れ て お
り 、 該 管 の 近 位 端 部 が 、 イ オ ン 化 可 能 な ガ ス 、 特 に ア ル ゴ ン の ガ ス 源 （ ２ ９ ） に 接 続 可 能
で あ っ て 、
　 前 記 管 （ ７ ） 内 に 長 手 方 向 で 摺 動 可 能 な 電 極 の 接 続 ラ イ ン （ ９ ） が 設 け ら れ て お り 、 該
接 続 ラ イ ン の 近 位 端 部 が 高 周 波 電 流 発 生 器 （ ２ ５ ） に 接 続 可 能 で あ っ て 、
　 電 気 外 科 用 電 極 （ １ １ ） が 電 極 の 接 続 ラ イ ン （ ９ ） の 遠 位 端 部 に 設 け ら れ て お り 、
　 電 極 の 接 続 ラ イ ン （ ９ ） の 近 位 端 部 に 接 続 さ れ た 操 作 装 置 （ １ ３ ） が 設 け ら れ て お り 、
該 操 作 装 置 に よ っ て 電 気 外 科 用 電 極 （ １ １ ） は 、 電 極 の 接 続 ラ イ ン （ ９ ） を 介 し て 管 （ ７
） の 遠 位 端 部 か ら 外 部 へ と 摺 動 可 能 で あ っ て 、 管 （ ７ ） 内 へ と 引 き 込 み 可 能 で あ る 形 式 の
も の に お い て 、
　 管 （ ７ ） の 遠 位 端 部 に 、 該 端 部 に 対 し て 相 対 的 に 定 置 の 電 極 （ ３ ３ ） が 配 置 さ れ て お り
、 該 電 極 は 、 管 （ ７ ） 内 に そ の 遠 位 端 部 か ら 間 隔 を お い て 配 置 さ れ た コ ン タ ク ト エ レ メ ン
ト （ ３ ７ ） に 導 電 的 に 接 続 さ れ て い て 、 該 コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト は 、 電 気 外 科 用 電 極 （ １
１ ） が 管 （ ７ ） 内 に 引 き 込 ま れ た 状 態 で 、 電 気 外 科 用 電 極 （ １ １ ） 及 び ／ 又 は 電 極 の 接 続
ラ イ ン （ ９ ） の 遠 位 端 部 に 電 気 的 に コ ン タ ク ト さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 内 視 鏡 ま た は カ
テ ー テ ル の た め の 電 気 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 管 （ ７ ） が 、 電 気 的 に 絶 縁 的 な フ レ キ シ ブ ル な プ ラ ス チ ッ ク ホ ー ス と し て 形 成 さ れ て い
る 、 請 求 項 １ 記 載 の 電 気 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 定 置 の 電 極 （ ３ ３ ） の ア ク テ ィ ブ な 電 極 面 と コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト （ ３ ７ ） と の 間 の 電
気 的 な 接 続 部 （ ３ ５ ） が 、 電 気 外 科 用 電 極 （ １ １ ） に 対 し て 電 気 的 に 絶 縁 さ れ て い る 、 請
求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 電 気 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 定 置 の 電 極 （ ３ ３ ） の ア ク テ ィ ブ な 電 極 面 と コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト （ ３ ７ ） の 間 の 軸 方
向 の 領 域 に 、 前 記 電 気 的 な 接 続 部 （ ３ ５ ） を 被 覆 す る 絶 縁 材 料 ス リ ー ブ （ ４ ３ ） が 設 け ら
れ て い る 、 請 求 項 ３ 記 載 の 電 気 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 電 極 接 続 ラ イ ン （ ９ ） 及 び ／ 又 は 電 気 外 科 用 電 極 （ １ １ ） に 少 な く と も 部 分 的 に 絶 縁 層
（ ４ ５ ） が 設 け ら れ て お り 、 該 絶 縁 層 が 、 引 き 戻 さ れ た 位 置 で コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト （ ３
７ ； ６ ３ ； ６ ７ ） に 重 な る 位 置 で 終 わ っ て い る 、 ま た は 切 り 欠 か れ て い る 、 請 求 項 １ か ら
４ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 電 気 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト （ ３ ７ ） が 、 導 電 的 な 材 料 か ら 成 る 、 管 （ ７ ） に 挿 入 さ れ た ス リ
ー ブ と し て 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ５ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 電 気 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ス リ ー ブ （ ３ ７ ） に 、 定 置 の 電 極 （ ３ ３ ） を 形 成 す る 、 前 記 管 （ ７ ） の ほ ぼ 遠 位 端 部 に
ま で 達 す る 延 長 部 （ ３ ５ ； ４ １ ） が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ６ 記 載 の 電 気 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ス リ ー ブ （ ３ ７ ｂ ） が 、 金 属 管 （ ４ ７ ） の 区 分 と し て 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ６ 又 は ７
記 載 の 電 気 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 ス リ ー ブ （ ３ ７ ａ ， ｃ ） が 金 属 ワ イ ヤ 巻 線 の 区 分 と し て 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ６ 又 は
７ 記 載 の 電 気 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 金 属 ワ イ ヤ 巻 線 の 区 分 （ ３ ７ ａ ， ｃ ） に 、 定 置 の 電 極 （ ３ ３ ａ ， ｃ ） を 形 成 す る 、 前 記
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管 （ ７ ） の ほ ぼ 遠 位 端 部 に ま で 達 す る 、 延 長 部 を 形 成 す る 端 部 脚 （ ４ １ ； ４ １ ｃ ） が 設 け
ら れ て い る 、 請 求 項 ９ 記 載 の 電 気 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 管 （ ７ ａ ， ｃ ） に 絶 縁 材 料 ス リ ー ブ （ ４ ３ ， ４ ３ ｃ ） が 挿 入 さ れ て い て 、 該 絶 縁 材
料 ス リ ー ブ が 、 該 絶 縁 材 料 ス リ ー ブ と 管 （ ７ ａ ， ｃ ） と の 間 に 前 記 延 長 部 （ ４ １ ； ４ １ ｃ
） の 少 な く と も 一 部 を 有 し て い る 、 請 求 項 ６ か ら １ ０ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 電 気 外 科
用 器 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 ス リ ー ブ （ ３ ７ ｂ ） が 、 管 （ ７ ｂ ） の ほ ぼ 遠 位 端 部 に ま で 達 し て い て 、 同 時 に 定 置 の 電
極 （ ３ ３ ｂ ） を 形 成 し て い る 、 請 求 項 ６ 又 は ８ 又 は ９ 記 載 の 電 気 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 遠 位 端 部 の 定 置 の 電 極 （ ３ ３ ｂ ） を 形 成 す る 領 域 と 、 近 位 端 部 の コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト
（ ３ ７ ｂ ） を 形 成 す る 領 域 と の 間 の ス リ ー ブ の 内 周 面 に 、 絶 縁 材 料 層 （ ４ ３ ｂ ） が 支 持 さ
れ て い る 、 請 求 項 １ ２ 記 載 の 電 気 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト （ ６ ３ ； ６ ７ ） が 、 管 （ ７ ｄ ， ｅ ） に 挿 入 さ れ た ス リ ー ブ （ ５ ９
； ５ ９ ｅ ） に 保 持 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ６ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 電 気 外 科 用 器 具
。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 ス リ ー ブ （ ５ ９ ） が 、 定 置 の 電 極 （ ３ ３ ｄ ） を 形 成 す る 、 前 記 管 （ ７ ｄ ） の ほ ぼ 遠 位 端
部 に ま で 達 す る 延 長 部 （ ６ １ ） を 支 持 し て お り 、 該 延 長 部 が 、 管 （ ７ ｄ ） の 遠 位 端 部 か ら
軸 方 向 の 間 隔 を お い て 、 コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト （ ６ ３ ） を 形 成 し て い る 、 請 求 項 １ ４ 記 載
の 電 気 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 延 長 部 （ ６ １ ） が 、 管 （ ７ ｄ ） の 遠 位 端 部 の 領 域 で 、 管 （ ７ ｄ ） に 対 し て ほ ぼ 中 央 に 、
そ の 遠 位 端 部 に 向 か っ て 突 出 し て い て 、 ス リ ー ブ （ ５ ９ ） の 領 域 で コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト
（ ６ ３ ） を 形 成 し て お り 、 電 気 外 科 用 電 極 （ １ １ ｄ ） が フ レ キ シ ブ ル な ワ イ ヤ ル ー プ と し
て 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ５ 記 載 の 電 気 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 ス リ ー ブ （ ５ ９ ｅ ） が 、 管 （ ７ ｅ ） の ほ ぼ 遠 位 端 部 に ま で 達 し て い て 、 定 置 の 電 極 （ ３
３ ｅ ） を 形 成 し て お り 、 ス リ ー ブ （ ５ ９ ｅ ） が 、 半 径 方 向 で ば ね 弾 性 的 な 、 コ ン タ ク ト エ
レ メ ン ト を 形 成 す る 少 な く と も １ つ の 舌 片 （ ６ ７ ） を 支 持 し て い る 、 請 求 項 １ ４ 記 載 の 電
気 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 操 作 装 置 （ １ ３ ） が 、 管 （ ７ ） 内 に 引 き 戻 さ れ た 位 置 に お い て 近 位 の 方 向 へ の 電 気 外 科
用 電 極 （ １ １ ） の 運 動 を 制 限 す る ス ト ッ パ 手 段 （ ２ １ ） を 有 し て い る 、 請 求 項 １ か ら １ ７
ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 電 気 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 操 作 装 置 （ １ ３ ） が 、 特 に ス イ ッ チ の 形 の セ ン サ 手 段 （ ３ ９ ） を 有 し て お り 、 該 セ ン サ
手 段 が 、 管 （ ７ ） に 対 し て 相 対 的 な 電 極 接 続 ラ イ ン （ ９ ） の 位 置 に 依 存 し て 、 電 気 外 科 用
電 極 （ １ １ ） の 引 き 込 ま れ た 位 置 を 検 出 す る 、 請 求 項 １ か ら １ ８ ま で の い ず れ か １ 項 記 載
の 電 気 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 電 気 外 科 用 電 極 （ １ １ ） が フ レ キ シ ブ ル な ワ イ ヤ ル ー プ と し て 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項
１ か ら １ ９ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 電 気 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 電 気 外 科 用 電 極 （ １ １ ｃ ） が 注 射 針 と し て 形 成 さ れ て い て 、 該 注 射 針 は 、 管 （ ７ ｃ ） 内
で 摺 動 可 能 な ホ ー ス （ ５ ３ ） を 介 し て 操 作 装 置 に 接 続 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら １ ９ ま で
の い ず れ か １ 項 記 載 の 電 気 外 科 用 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 ま た は カ テ ー テ ル の た め の 電 気 外 科 用 器 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 生 物 学 的 組 織 を 高 周 波 電 流 に よ っ て 凝 固 さ せ 切 除 す る こ と が 公 知 で あ る 。 こ の 場 合 、 電
流 は ア ク テ ィ ブ な 外 科 用 電 極 と 、 組 織 上 に 定 置 に 載 置 さ れ る 大 面 積 の 対 向 電 極 、 い わ ゆ る
ニ ュ ー ト ラ ル 電 極 と の 間 を 流 れ る 。 外 科 用 電 極 は 組 織 上 に 直 接 載 置 す る こ と が で き 、 比 較
的 小 さ な 高 周 波 電 流 で 所 望 の よ う に 凝 固 ま た は 切 除 す る こ と が で き る 。 例 え ば こ の よ う な
形 式 の 電 気 外 科 用 電 極 は ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 第 ３ ２ ４ ７ ７ ９ ３ 号 特 許 明 細 書 や ド イ ツ 連
邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ０ ０ ２ ８ ４ １ ３ 号 明 細 書 に よ り 公 知 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 接 触 式 の 外 科 用 電 極 に よ る 凝 固 の 際 に 電 極 は 凝 固 さ れ る 組 織 に 付 着 し 、 こ れ に よ り 電 極
を 離 す 際 に 、 薄 い 組 織 構 造 に お い て 新 た に 出 血 し て し ま っ た り 穴 が 空 い て し ま っ た り す る
こ と が あ る 。 大 面 積 の 出 血 領 域 に お け る 凝 固 の た め に 、 外 科 用 電 極 を 、 イ オ ン 化 可 能 な ガ
ス 、 例 え ば ア ル ゴ ン の 流 れ 経 路 に 配 置 し 、 高 周 波 電 圧 を 電 極 に お い て 、 外 科 用 電 極 と 組 織
と の 間 に イ オ ン 化 さ れ た ガ ス 中 で プ ラ ズ マ 放 電 が 起 こ る 程 度 に 高 め る こ と が 公 知 で あ る （
ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 ４ １ ３ ９ ０ ２ ９ 号 明 細 書 ） 。 こ の よ う な 形 式 の プ ラ ズ マ
凝 固 に よ り 、 大 面 積 の 出 血 領 域 を 無 接 触 式 に 止 血 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｕ Ｓ ５ ２ ０ ７ ６ ７ ５ 号 明 細 書 に よ り 、 同 じ 外 科 用 電 極 を 、 接 触 式 の 凝 固 の た め に も 無 接
触 式 の プ ラ ズ マ 凝 固 の た め に も 使 用 す る こ と が 公 知 で あ る 。 内 視 鏡 に 導 入 可 能 な こ の 公 知
の 器 具 で は 、 ア ク テ ィ ブ な 外 科 用 電 極 が 接 触 式 の 凝 固 の た め に も 、 プ ラ ズ マ 凝 固 の た め に
も 内 視 鏡 の 器 具 通 路 か ら 露 出 す る よ う に 押 し 出 さ れ る 。 し か し な が ら プ ラ ズ マ 凝 固 の た め
の 高 周 波 電 圧 は 、 接 触 式 の 凝 固 の た め の も の よ り も 相 当 高 く 調 節 し な け れ ば な ら な い の で
、 外 科 用 電 極 が プ ラ ズ マ 凝 固 中 に 組 織 に 接 触 す る と 不 都 合 な 組 織 反 応 が 生 じ る 恐 れ が あ る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 不 都 合 な 組 織 反 応 を 回 避 す る た め に ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ９ ７
３ １ ９ ３ １ 号 明 細 書 に よ り 、 電 極 が プ ラ ズ マ 運 転 時 に 、 高 め ら れ た 高 周 波 数 電 圧 で 運 転 さ
れ る べ き 場 合 に は 、 接 触 式 凝 固 の た め の 、 内 視 鏡 の 器 具 通 路 に よ っ て 収 容 さ れ る フ レ キ シ
ブ ル な 管 か ら 露 出 さ れ る よ う に 押 し 出 さ れ る 外 科 用 電 極 を 完 全 に 管 内 に 引 き 戻 し 、 ひ い て
は 組 織 を 、 電 極 に よ る 直 接 的 な 接 触 か ら 保 護 す る こ と が 公 知 で あ る 。 管 の 遠 位 端 部 に は 例
え ば マ イ ク ロ ス イ ッ チ コ ン タ ク ト ま た は 小 型 ラ イ ト バ リ ア と し て 形 成 さ れ た セ ン サ が 配 置
さ れ て い る 。 こ の セ ン サ は 、 高 周 波 電 流 発 生 器 を 制 御 し 、 電 極 が 完 全 に 引 き 込 ま れ た 状 態
で の み プ ラ ズ マ 運 転 を 可 能 に す る 。 し か し な が ら 高 周 波 電 流 発 生 器 を 制 御 す る た め に は 器
具 の 遠 位 端 部 に 設 け ら れ た セ ン サ と 、 器 具 の 近 位 端 部 に 接 続 さ れ た 高 周 波 電 流 発 生 器 と の
間 に 付 加 的 な 制 御 ラ イ ン を 内 視 鏡 の 器 具 通 路 に 沿 っ て 設 け な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 接 触 式 の 凝 固 運 転 ま た は 切 除 運 転 の た め に も 、 無 接 触 式 の プ ラ ズ マ 凝
固 運 転 の た め に も 使 用 で き る 、 比 較 的 簡 単 な 内 視 鏡 の た め の 電 気 外 科 用 器 具 を 提 供 す る こ
と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 の た め の 電 気 外 科 用 器 具 で あ っ て 、 内 視 鏡 の 器 具 通 路 内 に 導 入 可 能 な
、 少 な く と も 外 面 で は 導 電 的 で な い 、 遠 位 端 部 で 開 か れ た 、 有 利 に は フ レ キ シ ブ ル な 管 が
設 け ら れ て お り 、 該 管 の 近 位 端 部 が 、 イ オ ン 化 可 能 な ガ ス 、 特 に ア ル ゴ ン の ガ ス 源 に 接 続
可 能 で あ っ て 、 前 記 管 内 に 長 手 方 向 で 摺 動 可 能 な 電 極 の 接 続 ラ イ ン が 設 け ら れ て お り 、 該
接 続 ラ イ ン の 近 位 端 部 が 高 周 波 電 流 発 生 器 に 接 続 可 能 で あ っ て 、 電 気 外 科 用 電 極 が 電 極 の
接 続 ラ イ ン の 遠 位 端 部 に 設 け ら れ て お り 、 電 極 の 接 続 ラ イ ン の 近 位 端 部 に 接 続 さ れ た 操 作
装 置 が 設 け ら れ て お り 、 該 操 作 装 置 に よ っ て 電 気 外 科 用 電 極 は 、 電 極 の 接 続 ラ イ ン を 介 し
て 管 の 遠 位 端 部 か ら 外 部 へ と 摺 動 可 能 で あ っ て 、 管 内 へ と 完 全 に 引 き 込 み 可 能 で あ る 形 式
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の も の を 起 点 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 管 の 遠 位 端 部 に 、 該 端 部 に 対 し て 相 対 的 に 定 置 の 電 極 が 配 置 さ れ て お り 、 該
電 極 は 、 管 内 に そ の 遠 位 端 部 か ら 間 隔 を お い て 配 置 さ れ た コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト に 導 電 的
に 接 続 さ れ て い て 、 該 コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト は 、 電 気 外 科 用 電 極 が 管 内 に 引 き 込 ま れ た 状
態 で 、 電 気 外 科 用 電 極 及 び ／ 又 は 電 極 の 接 続 ラ イ ン の 遠 位 端 部 に 電 気 的 に コ ン タ ク ト さ れ
る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 接 触 式 の 凝 固 運 転 ま た は 切 除 運 転 の た め に は 、 電 気 外 科 用 電 極 は 管 か ら 外 に 出 さ れ て い
て 、 定 置 の 電 極 も し く は コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト と は 電 気 的 に 接 触 し て い な い 。 プ ラ ズ マ 凝
固 運 転 の た め に は 電 気 外 科 用 電 極 は 管 内 に 引 き 込 ま れ て い る 。 電 気 外 科 用 電 極 ま た は そ の
接 続 ラ イ ン は 引 き 込 ま れ た 状 態 で 定 置 の 電 極 に 確 実 に コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト を 介 し て 導 電
的 に 接 続 さ れ て い る の で 、 定 置 の 電 極 に よ る プ ラ ズ マ 放 電 は 点 弧 さ れ 維 持 さ れ る 。 定 置 の
電 極 は 接 触 し な い よ う に 管 内 に 配 置 さ れ て い る か 、 ま た は 他 の 方 法 で 接 触 し な い よ う に 絶
縁 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 例 え ば 、 プ ラ ズ マ 凝 固 運 転 中 に 接 触 焼 灼 は 行 わ れ な い 。 こ の 場
合 、 コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト は 、 管 内 で 摺 動 可 能 な 電 気 外 科 用 電 極 が 十 分 に 管 内 に 引 き 戻 さ
れ て 、 そ の 遠 位 端 部 が 管 の 内 側 に 位 置 し て い る 場 合 に だ け 、 定 置 の 電 極 に 高 周 波 電 流 が 確
実 に 供 給 さ れ る よ う に 寸 法 設 定 さ れ 配 置 さ れ て い る 。 従 っ て 本 発 明 に よ る 器 具 は 、 電 極 引
き 込 み 位 置 を 内 視 鏡 の 光 学 機 器 を 介 し て 視 覚 的 に 監 視 す る 必 要 が な く 、 器 具 の 使 用 を 簡 単
に す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 有 利 に は 電 気 的 に 絶 縁 性 の フ レ キ シ ブ ル な プ ラ ス チ ッ ク ホ ー ス と し て 形 成 さ れ て い る 管
は 、 引 き 戻 さ れ た 電 気 外 科 用 電 極 も 定 置 の 電 極 も 外 部 に 対 し て 絶 縁 す る 。 付 加 的 に 、 定 置
の 電 極 の ア ク テ ィ ブ な 電 極 面 と コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト と の 間 の 電 気 的 接 続 部 を 電 気 外 科 用
電 極 に 対 し て 電 気 的 に 絶 縁 す る こ と が で き る 。 こ れ は 例 え ば 、 定 置 の 電 極 の ア ク テ ィ ブ な
電 極 面 と コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト と の 間 軸 方 向 の 領 域 に 設 け ら れ た 絶 縁 材 料 ス リ ー ブ に よ っ
て 行 う 。 選 択 的 ま た は 付 加 的 に 、 電 極 接 続 ラ イ ン 及 び ／ 又 は 電 気 外 科 用 電 極 に は 少 な く と
も 部 分 的 に 絶 縁 層 が 設 け ら れ て い る 。 こ の 絶 縁 層 は 、 完 全 に 引 き 戻 さ れ た 状 態 で 、 コ ン タ
ク ト エ レ メ ン ト と 重 な る 個 所 で 切 り 欠 か れ て い る 。 完 全 に 引 き 込 ま れ た 位 置 で の み 、 コ ン
タ ク ト エ レ メ ン ト は 絶 縁 層 の 切 欠 か ら 、 電 極 接 続 ラ イ ン も し く は 電 気 外 科 用 電 極 に 接 続 さ
れ る 。 管 の 遠 位 端 部 は 、 有 利 に は 、 電 気 的 に 絶 縁 性 で 耐 熱 性 の 材 料 か ら 成 る ス リ ー ブ 、 例
え ば セ ラ ミ ッ ク ス リ ー ブ を 支 持 し て い て 、 プ ラ ス チ ッ ク ホ ー ス が プ ラ ズ マ 放 電 に よ っ て 熱
的 に 損 傷 さ れ る の を 防 い で い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 有 利 な 構 成 で は 、 コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト が 、 導 電 的 な 材 料 か ら 成 る 、 管 に 挿 入 さ れ た ス
リ ー ブ と し て 形 成 さ れ て い る 。 こ の ス リ ー ブ は 、 金 属 ワ イ ヤ 巻 線 の 一 区 分 ま た は 金 属 管 の
一 区 分 で あ っ て 良 い 。 両 方 の 例 で 、 定 置 の 電 極 を 簡 単 に コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト に 組 み 込 ん
で 形 成 す る こ と が で き る 。 例 え ば こ の 場 合 、 金 属 ワ イ ヤ 巻 線 区 分 に 、 定 置 の 電 極 を 形 成 す
る 、 ほ ぼ 管 の 遠 位 端 部 に ま で 達 す る 端 部 の 脚 を 設 け る 、 ま た は ス リ ー ブ を 定 置 の 電 極 を 形
成 す る た め に 管 の 遠 位 端 部 に ま で 延 長 す る 。 上 記 の 構 成 で は 、 ス リ ー ブ に 、 定 置 の 電 極 を
形 成 す る 延 長 部 が 設 け ら れ て い る 。 延 長 部 は ス リ ー ブ に 一 体 に 成 形 す る こ と が で き る 。 し
か し な が ら 有 利 に は 、 延 長 部 は 、 別 個 の 導 体 部 材 、 例 え ば ス リ ー ブ に 導 電 的 に 取 り 付 け ら
れ た 、 例 え ば 溶 接 さ れ た ワ イ ヤ 部 材 で あ る 。 従 っ て ス リ ー ブ お よ び 延 長 部 の 材 料 は 互 い に
無 関 係 に 選 択 す る こ と が で き る 。 ス リ ー ブ は 有 利 に は 、 ス テ ン レ ス 鋼 か ら 成 る 金 属 管 部 材
で あ っ て 、 延 長 部 は タ ン グ ス テ ン ワ イ ヤ で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 述 の 構 成 で は コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト は ス リ ー ブ か ら 形 成 さ れ る 。 別 の 構 成 で は ス リ ー
ブ は 単 に 、 管 の 遠 位 端 部 に コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト を 保 持 す る 支 持 体 と し て 働 い て い る 。 従
っ て ス リ ー ブ は 、 定 置 の 電 極 を 形 成 し 管 の ほ ぼ 遠 位 端 部 に ま で 達 す る 延 長 部 を 支 持 す る こ
と が で き る 。 こ の 延 長 部 は 管 の 遠 位 端 部 か ら 軸 方 向 の 間 隔 を お い て コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト
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を 形 成 し て い る 。 定 置 の 電 極 を 形 成 す る 延 長 部 は 管 の 遠 位 端 部 の 領 域 で 、 管 と ほ ぼ 同 心 的
に 遠 位 端 部 に ま で 突 出 し て お り 、 ス リ ー ブ の 領 域 で コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト を 形 成 し て い る
。 外 科 用 電 極 が フ レ キ シ ブ ル な ワ イ ヤ ル ー プ と し て 形 成 さ れ て い る 場 合 、 こ の 電 極 は 一 方
で は 延 長 部 を 通 過 し て 管 の 外 に 出 る 。 ワ イ ヤ ル ー プ が 引 き 戻 さ れ た 状 態 で は 、 中 央 に 配 置
さ れ た 延 長 部 は 、 ワ イ ヤ ル ー プ が 、 完 全 に 引 き 戻 さ れ た 位 置 で 導 電 的 に コ ン タ ク ト エ レ メ
ン ト に 当 接 す る ま で ワ イ ヤ ル ー プ に 通 さ れ る 。 こ れ に よ り コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト は 同 時 に
ワ イ ヤ ル ー プ の 引 き 込 み 運 動 の た め の 終 端 ス ト ッ パ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 実 施 例 に よ っ て は ス リ ー ブ に 、 半 径 方 向 ば ね 弾 性 的 な 、 コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト を 形 成 す
る 少 な く と も １ つ の 舌 片 を 設 け る こ と も で き 、 場 合 に よ っ て は 、 管 の ほ ぼ 遠 位 端 部 に ま で
達 し 、 同 時 に 定 置 の 電 極 を 形 成 す る 。 舌 片 は 選 択 的 に ス リ ー ブ に 一 体 に 成 形 す る こ と が で
き る が 、 ス リ ー ブ に 取 り 付 け ら れ て も 、 例 え ば 溶 接 さ れ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 遠 位 端 部 に お い て 定 置 の 電 極 を 形 成 す る 領 域 と 、 近 位 端 部 に お い て コ ン タ ク ト エ レ メ ン
ト を 形 成 す る 領 域 と の 間 の ス リ ー ブ の 延 長 部 に 、 電 気 外 科 用 電 極 が 前 方 に 押 し 出 さ れ た 状
態 で コ ン タ ク ト す る こ と を 回 避 す る た め に 、 絶 縁 体 を 設 け る こ と が で き る 。 し か し な が ら
絶 縁 体 は 、 操 作 装 置 が 、 電 気 外 科 用 電 極 が 管 内 に 完 全 に 引 き 戻 さ れ た 位 置 で 、 電 気 外 科 用
電 極 の 運 動 を 制 限 す る ス ト ッ パ 手 段 を 有 し て い る 場 合 に は 適 宜 省 く こ と が で き る 。 こ の よ
う な ス ト ッ パ 手 段 は 、 定 置 の 電 極 も し く は コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト の 別 の 構 造 で も 、 電 気 外
科 用 電 極 が 十 分 に 引 き 込 ま れ た こ と を 操 作 者 に 機 械 的 に 知 ら せ る の で 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 高 周 波 電 流 発 生 器 の 処 理 パ ラ メ ー タ は 手 動 で （ 例 え ば フ ッ ト ペ ダ ル で ） 接 触 式 処 置 に 必
要 な 比 較 的 低 い 電 圧 を 有 し た 高 周 波 出 力 と 、 プ ラ ズ マ 凝 固 の た め に 必 要 な 高 い 電 圧 を 有 し
た パ ラ メ ー タ と の 間 で 切 り 替 え る こ と が で き る 。 し か し な が ら こ の 切 換 は 、 操 作 装 置 が セ
ン サ 手 段 、 特 に 管 に 対 し て 相 対 的 な 電 極 接 続 導 体 の 位 置 に 依 存 し て 、 電 気 外 科 用 電 極 の 完
全 に 引 き 込 ま れ た 位 置 を 検 出 す る ス イ ッ チ の 形 の セ ン サ 手 段 を 有 し て い る 場 合 に は 自 動 的
に 行 わ れ る 。 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ９ ７ ３ １ ９ ３ １ 号 明 細 書 に よ り 公 知 の セ
ン サ 手 段 と は 異 な り 、 こ の 場 合 、 セ ン サ 手 段 は 管 の 近 位 端 部 に 設 け る こ と が で き 、 こ れ に
よ り 内 視 鏡 の 器 具 通 路 に 沿 っ た 制 御 ラ イ ン は 省 か れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 電 気 外 科 用 器 具 に は 、 接 触 式 の 凝 固 ま た は 切 除 の た め に 任 意 の 電 気 外 科 用
電 極 を 備 え る こ と が で き る 。 例 え ば フ レ キ シ ブ ル な ワ イ ヤ ル ー プ ま た は 硬 化 等 の た め の 注
射 針 も 適 し て い る 。 電 気 外 科 用 電 極 は 接 触 式 の 凝 固 運 転 の た め に 双 極 的 に 形 成 す る こ と も
で き 、 例 え ば ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ０ ０ ２ ８ ４ １ ３ 号 明 細 書 に 記 載 の も の の
よ う に 、 ま た は ア ク テ ィ ブ な 電 極 面 を 制 限 し 、 不 都 合 な 組 織 接 触 を 回 避 す る 絶 縁 体 に よ っ
て 被 覆 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 図 面 に つ き 本 発 明 の 実 施 例 を 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に は 、 詳 し く は 図 示 さ れ て い な い 内 視 鏡 の 、 符 号 ３ で 示 さ れ た フ レ キ シ ブ ル な カ テ
ー テ ル の 器 具 通 路 １ 内 に 導 入 可 能 な 電 気 外 科 用 器 具 ５ が 示 さ れ て い る 。 こ の 器 具 ５ は 、 器
具 通 路 １ 内 に 摺 動 可 能 に 嵌 め 込 ま れ た 、 壁 の 閉 じ ら れ た フ レ キ シ ブ ル な ガ イ ド 管 ７ 、 こ の
実 施 例 で は 、 絶 縁 性 の プ ラ ス チ ッ ク 材 料 か ら 成 る ホ ー ス の 形 の ガ イ ド 管 ７ を 有 し て い る 。
こ の ガ イ ド 管 ７ に は フ レ キ シ ブ ル な 接 続 ラ イ ン も し く は 結 合 ラ イ ン ９ が 、 例 え ば 螺 旋 状 の
リ ッ ツ 線 と し て そ れ 自 体 長 手 方 向 摺 動 可 能 に 案 内 さ れ て い る 。 接 続 ラ イ ン ９ の 遠 位 端 部 に
は 電 気 外 科 用 電 極 １ １ が 、 こ の 場 合 、 切 除 ル ー プ の 形 で 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 切 除 ル
ー プ は 、 符 号 １ １ ´ で 略 示 さ れ て い る よ う に 操 作 装 置 １ ３ に よ っ て 、 ガ イ ド 管 ７ の 遠 位 端
部 か ら 押 し 出 さ れ る 、 も し く は ガ イ ド 管 ７ 内 に 完 全 に 引 き 込 ま れ る 。 完 全 に 引 き 込 ま れ た
状 態 で 、 電 極 １ １ は ガ イ ド 管 ７ の 遠 位 端 部 か ら 間 隔 を お い て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 操 作 装 置 １ ３ は 、 ガ イ ド 管 ７ の 近 位 端 部 に 続 く シ ャ フ ト １ ５ を 有 し て い る 。 こ の シ ャ フ
ト １ ５ に 沿 っ て 、 接 続 ラ イ ン ９ の 近 位 端 部 に 抗 張 ・ 抗 圧 的 に 結 合 さ れ た フ ィ ン ガ グ リ ッ プ
１ ７ が 摺 動 可 能 で あ る 。 操 作 装 置 １ ３ の 片 手 操 作 を 可 能 に す る た め に 、 シ ャ フ ト １ ５ の 近
位 端 部 が 親 指 リ ン グ １ ９ を 支 持 し て い る 。 シ ャ フ ト １ ５ に 設 け ら れ た ス ト ッ パ ２ １ は 、 図
１ に 示 し た 電 極 １ １ が 完 全 に 引 き 込 ま れ た 位 置 で フ ィ ン ガ グ リ ッ プ １ ７ の 摺 動 運 動 を 制 限
し て い る 。 符 号 １ ７ ´ で 示 し た 位 置 へ フ ィ ン ガ グ リ ッ プ １ ７ を 前 方 に 摺 動 さ せ る こ と に よ
り 、 電 極 １ １ は 接 続 ラ イ ン ９ を 介 し て ガ イ ド 管 ７ の 遠 位 端 部 か ら 外 に 出 さ れ る 。 フ ィ ン ガ
グ リ ッ プ １ ７ は 、 接 続 ラ イ ン ９ の 近 位 端 部 に 接 続 さ れ た 差 込 コ ン タ ク ト ２ ３ を 支 持 し て い
て 、 こ の 差 込 コ ン タ ク ト ２ ３ に は 高 周 波 電 流 発 生 器 ２ ５ が 接 続 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 接 続 ラ イ ン ９ の 遠 位 端 部 に 取 り 付 け ら れ た 電 極 １ １ に よ り 、 発 生 器 ２ ５ の 高 周 波 電 流 の
作 用 下 で 生 物 学 的 組 織 を 接 触 式 の 凝 固 お よ び 切 除 す る こ と が で き る 。 発 生 器 ２ ５ は 大 面 積
の 対 向 電 極 （ 図 示 せ ず ） を 有 し て お り 、 こ の 対 向 電 極 は 処 置 し な い 組 織 に 当 て 付 け ら れ て
い る 。 電 極 １ １ は 全 体 と し て 露 出 し て い る 接 触 面 を 有 し て い て 良 い 。 し か し な が ら ド イ ツ
連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ０ ０ ２ ８ ４ １ ３ 号 明 細 書 に 記 載 さ れ て い る よ う な 、 部 分 的 に
絶 縁 被 覆 が 設 け ら れ て い て 、 こ の 絶 縁 被 覆 が ア ク テ ィ ブ な 電 極 面 を 減 じ て い る よ う な 電 極
も 適 し て い る 。 し か し な が ら 接 続 ラ イ ン ９ が 二 心 と し て 形 成 さ れ て い る な ら ば 双 極 電 極 も
適 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 電 気 外 科 用 器 具 ５ に よ り 、 組 織 の 大 面 積 な プ ラ ズ マ 凝 固 も 確 実 に 行 う こ と が で き る 。 こ
の た め に 操 作 装 置 １ ３ に は ガ ス 接 続 部 ２ ７ が 設 け ら れ て お り 、 こ の ガ ス 接 続 部 を 介 し て ガ
イ ド 管 ７ の 近 位 端 部 に イ オ ン 化 可 能 な ガ ス 、 例 え ば ア ル ゴ ン が ガ ス 源 ２ ９ か ら 供 給 可 能 で
あ る 。 ガ イ ド 管 ７ の 近 位 端 部 は 符 号 ３ １ で 示 し た よ う に シ ー ル さ れ て い る の で 、 ガ ス が ガ
イ ド 管 ７ の 遠 位 端 部 か ら 流 出 す る こ と は な い 。 遠 位 端 部 で ガ イ ド 管 ７ 内 に 、 凝 固 さ せ た い
組 織 の た め の 定 置 の 電 極 ３ ３ が 接 触 し な い よ う に 配 置 さ れ て い て 、 こ の 電 極 ３ ３ は 接 続 領
域 ３ ５ を 介 し て コ ン タ ク ト ス リ ー ブ ３ ７ に 電 気 的 に 接 続 し て い る 。 電 極 １ １ が 完 全 に 引 き
戻 さ れ た 位 置 で は 、 電 極 １ １ は ば ね 弾 性 的 に コ ン タ ク ト ス リ ー ブ ３ ７ の 内 周 面 に 当 接 し て
い て 、 定 置 の 電 極 ３ ３ を 導 電 的 に 接 続 ラ イ ン ９ に 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 プ ラ ズ マ 凝 固 の た め に 、 フ ィ ン ガ グ リ ッ プ １ ７ は ス ト ッ パ ２ １ ま で 引 き 戻 さ れ る 。 こ れ
に よ り 、 内 視 鏡 の 光 学 系 を 介 し て 光 学 的 な 制 御 を す る こ と な し に 、 接 触 凝 固 の た め に 設 け
ら れ た 電 極 １ １ が 完 全 に 、 ガ イ ド ホ ー ス ７ の 遠 位 端 部 内 に 引 き 戻 さ れ る こ と が 確 実 に さ れ
る 。 こ れ に よ り ガ ス 源 １ ９ と 高 周 波 電 流 発 生 器 ２ ５ が 接 続 さ れ 、 発 生 器 ２ ５ の 電 流 強 さ は
場 合 に よ っ て は 手 動 で 、 ガ イ ド 管 ７ の 遠 位 端 部 で 生 じ る ガ ス 流 内 で の プ ラ ズ マ 放 電 の 点 弧
の た め に 十 分 な 値 に ま で 高 め ら れ る 。 発 生 器 ２ ５ の 高 周 波 電 圧 を 、 電 極 １ １ に よ る 接 触 処
理 の た め に 必 要 な 低 い 値 か ら 、 プ ラ ズ マ 凝 固 の た め に 必 要 な 高 い 値 へ と 切 り 替 え る た め に
は 、 図 示 さ れ て い な い 二 重 ペ ダ ル フ ッ ト ス イ ッ チ が 使 用 さ れ る 。 し か し な が ら 、 操 作 装 置
１ ３ の 、 例 え ば ス ト ッ パ ２ １ の 領 域 に 、 発 生 器 ２ ５ の 切 換 を 自 動 ま た は 手 動 で 制 御 す る ス
イ ッ チ ３ ９ を 設 け る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ガ イ ド 管 ７ は 図 示 の 実 施 例 で は 全 体 と し て 導 電 性 で は な い ホ ー ス と し て 形 成 さ れ て い る
。 コ ン タ ク ト ス リ ー ブ ３ ７ 、 接 続 領 域 ３ ５ 、 定 置 の 電 極 ３ ３ が 金 属 的 な コ イ ル ば ね に 対 し
て 絶 縁 さ れ て い る な ら ば 、 ガ イ ド 管 ７ が 、 外 側 で 絶 縁 体 に よ っ て 被 覆 さ れ た こ の よ う な コ
イ ル ば ね と し て 形 成 さ れ て い て も 良 い こ と が わ か る 。 図 １ に 示 し た よ う に フ ィ ン ガ グ リ ッ
プ １ ７ の 引 き 戻 し 運 動 が 、 電 極 １ １ の 完 全 な 引 き 戻 し 位 置 を 規 定 す る ス ト ッ パ ２ １ に よ っ
て 制 限 さ れ て い る な ら ば 、 定 置 の 電 極 ３ ３ と 接 続 領 域 ３ ５ と 、 電 極 １ １ も 被 覆 さ れ て い な
く て 良 い 。 何 故 な ら ば 、 発 生 器 ２ ５ は ス ト ッ パ ２ １ に よ っ て 規 定 さ れ た 位 置 で 初 め て 、 プ
ラ ズ マ 凝 固 の た め に 必 要 な パ ラ メ ー タ に 切 り 替 え ら れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 端 部 に 定 置 の 電 極 ３ ３ を 形 成 す る 接 続 領 域 ３ ５ は 、 コ ン タ ク ト ス リ ー ブ ３ ７ か ら 突 出 す
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る 縦 長 の 延 長 部 と し て 形 成 さ れ て い る 。 コ ン タ ク ト ス リ ー ブ ３ ７ は 有 利 に は 金 属 管 区 分 で
あ っ て 、 例 え ば ス テ ン レ ス 鋼 か ら 成 っ て い て 、 前 記 延 長 部 に 一 体 に 成 形 す る こ と が で き る
。 し か し な が ら 有 利 に は 延 長 部 は 、 コ ン タ ク ト ス リ ー ブ ３ ７ に 導 電 的 に 取 り 付 け ら れ た 、
例 え ば ろ う 接 又 は 溶 接 さ れ た ワ イ ヤ 部 材 、 有 利 に は タ ン グ ス テ ン ワ イ ヤ 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 に 、 電 気 外 科 用 部 材 の 変 化 実 施 例 を 記 載 す る 。 同 様 の 作 用 を す る 構 成 部 分 に は 、 図
１ の 符 号 を 付 与 し 、 相 違 を 示 す た め に ア ル フ ァ ベ ッ ト の 符 号 を 設 け た 。 場 合 に よ っ て は 異
な る 構 成 を 含 む 構 成 と 作 用 形 式 の 説 明 の た め に 、 図 １ の 説 明 と 以 下 の 説 明 を 参 照 さ れ た い
。 以 下 に 説 明 す る 変 化 実 施 例 は 器 具 の 遠 位 端 部 の 構 成 に 関 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ の 構 成 で は 、 接 続 ラ イ ン ９ ａ の 遠 位 端 部 に 接 続 さ れ た 電 気 外 科 用 電 極 １ １ ａ が 図 １
の も の と 同 様 に 、 や は り フ レ キ シ ブ ル な 、 ガ イ ド 管 ７ ａ の 外 側 で 自 動 的 に 拡 開 す る ル ー プ
電 極 と し て 形 成 さ れ て い る 。 ガ イ ド 管 ７ ａ は 同 様 に 、 フ レ キ シ ブ ル な プ ラ ス チ ッ ク ホ ー ス
と し て 形 成 さ れ て い る 。 コ ン タ ク ト ス リ ー ブ ３ ７ ａ は 、 弾 性 的 な 金 属 ワ イ ヤ 巻 線 と し て 形
成 さ れ て い て 、 こ れ に 一 体 に 組 み 込 ま れ て 、 ガ イ ド 管 ７ の 遠 位 端 部 ま で 達 す る 電 極 ３ ３ ａ
と 接 続 領 域 ３ ５ ａ を 形 成 す る た め に 、 ガ イ ド 管 ７ ａ に 沿 っ て ま っ す ぐ 突 出 す る 端 部 脚 ４ １
が 、 ト ー シ ョ ン ば ね の 形 式 で 一 体 成 形 さ れ て い る 。 図 ２ に 示 し た 引 き 戻 さ れ た 位 置 の 外 側
で 電 極 １ １ ａ と 定 置 の 電 極 ３ ３ ａ ま た は 接 続 領 域 ３ ５ ａ と の 電 気 的 な コ ン タ ク ト を 防 止 す
る た め に 、 電 極 ３ ３ ａ ま た は 接 続 領 域 ３ ５ ａ に よ っ て 軸 方 向 で 被 覆 さ れ る 、 ガ イ ド 管 ７ ａ
の 遠 位 端 部 の 領 域 に 、 符 号 ４ ３ で 示 し た 、 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク ホ ー ス 区 分 の 形 の 絶 縁 ス リ
ー ブ を 装 着 す る こ と が で き る 。 付 加 的 に ま た は 選 択 的 に 、 電 極 １ １ が 完 全 に 引 き 戻 さ れ た
位 置 で 近 位 端 部 に 向 か っ て 突 出 す る 、 接 続 ラ イ ン ９ ａ を 含 む 電 極 １ １ ａ の 領 域 を 、 符 号 ４
５ で 示 し た よ う に 絶 縁 材 料 に よ っ て 被 覆 す る こ と も で き る 。 被 覆 ４ ５ が 、 電 極 ３ ３ ａ お よ
び 接 続 領 域 ３ ５ ａ お よ び コ ン タ ク ト ス リ ー ブ ３ ７ ａ の 軸 方 向 の 長 さ に わ た っ て 延 び て い る
と 十 分 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ の 実 施 例 で は 、 接 続 ラ イ ン ９ ｂ の 遠 位 端 部 に 接 続 さ れ た 電 気 外 科 用 電 極 １ １ ｂ が 同
様 に ル ー プ 電 極 と し て 形 成 さ れ て い る 。 ガ イ ド 管 ７ ｂ の 遠 位 端 部 に は 、 ガ イ ド 管 ７ ｂ の 遠
位 端 部 で 終 わ っ て い る 金 属 ス リ ー ブ ４ ７ が 装 着 さ れ て い る 。 こ の 金 属 ス リ ー ブ ４ ７ は そ の
近 位 端 部 の 領 域 で コ ン タ ク ト ス リ ー ブ ３ ７ ｂ を 、 遠 位 端 部 で 定 置 の 電 極 ３ ３ ｂ を 、 こ れ ら
の 間 に 一 体 的 に 接 続 領 域 ３ ５ ｂ を 形 成 し て い る 。 ス リ ー ブ ４ ７ は 、 剛 性 的 な 金 属 管 ま た は
フ レ キ シ ブ ル な ワ イ ヤ 巻 線 の 一 区 分 で あ っ て 良 い 。 図 ２ と の 関 連 で 説 明 し た よ う に 、 金 属
ス リ ー ブ ４ ７ の 内 周 面 に は 、 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク ホ ー ス 区 分 の よ う な 絶 縁 層 ４ ３ ｂ を 被 覆
す る こ と が で き る が 、 有 利 に は こ れ は 、 定 置 の 電 極 ３ ３ ｂ の ア ク テ ィ ブ な 面 を 拡 大 す る た
め に 、 図 ３ に 符 号 ４ ９ で 示 し た よ う に 、 ガ イ ド 管 ７ ｂ の 遠 位 端 部 か ら 間 隔 を お い て 終 わ っ
て い る 。 電 気 外 科 用 電 極 １ １ ｂ と 接 続 ラ イ ン ９ ｂ の 、 近 位 端 部 へ と 突 出 す る 領 域 は 図 ２ と
同 様 に 絶 縁 材 料 ４ ５ ｂ で 被 覆 さ れ て い る 。 絶 縁 体 ４ ３ ｂ と ４ ５ ｂ と は 場 合 に よ っ て は 省 く
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ に 示 し た 器 具 の 実 施 例 は 、 電 気 外 科 用 電 極 １ １ ｃ が 例 え ば 硬 化 目 的 の た め に 注 射 針
と し て 形 成 さ れ て い て 、 こ の 注 射 針 は 、 ホ ー ス 状 の 接 続 ラ イ ン ９ ｃ を 介 し て 操 作 装 置 に 接
続 さ れ て い る 。 ホ ー ス 状 の 接 続 ラ イ ン ９ ｃ の 近 位 端 部 に は 詳 し く 図 示 し な い 方 法 で 処 置 液
が 供 給 可 能 で あ る 。 接 続 ラ イ ン ９ ｃ は 金 属 ワ イ ヤ 巻 線 ５ １ を 有 し て い て 、 そ の 外 周 面 は プ
ラ ス チ ッ ク ホ ー ス ５ ３ に よ っ て 被 覆 さ れ て い る 。 金 属 ワ イ ヤ 巻 線 ５ １ は 、 電 極 １ １ ｃ の 金
属 的 な 注 射 針 を 保 持 す る 金 属 ヘ ッ ド ５ ５ で 終 わ っ て い て 、 こ の 金 属 ヘ ッ ド ５ ５ は 、 電 極 １
１ ｃ が ガ イ ド 管 ７ ｃ 内 に 完 全 に 引 き 戻 さ れ た 状 態 で は 、 ワ イ ヤ 巻 線 の 区 分 と し て 形 成 さ れ
た コ ン タ ク ト ス リ ー ブ ３ ７ ｃ に 接 触 す る 。 ワ イ ヤ 巻 線 ３ ７ は 図 ２ の 実 施 例 と 同 様 に 、 脚 ４
１ ｃ と 一 体 的 に 設 け ら れ て お り 、 そ の 遠 位 端 部 は 定 置 の 電 極 ３ ３ ｃ を 形 成 し て お り 、 接 続
領 域 ３ ５ ｃ を 介 し て コ ン タ ク ト ス リ ー ブ ３ ７ ｃ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 ガ イ ド 管 ７ ｃ は コ ン タ ク ト ス リ ー ブ ３ ７ ｃ と そ の 遠 位 端 部 と の 間 で 、 電 極 １ １ ｃ の セ ン
タ リ ン グ と ガ イ ド の た め に ガ イ ド 区 分 ５ ７ を 形 成 す る よ う に 狭 ま っ て い る 。 図 ４ の 構 成 で
も 電 極 ３ ３ ｃ と コ ン タ ク ト ス リ ー ブ ３ ７ ｃ と の 間 の 領 域 に は 絶 縁 被 覆 体 ４ ３ ｃ が 設 け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 操 作 装 置 の 側 で 処 置 液 を 供 給 す る た め に 、 ホ ー ス ５ ３ の 近 位 端 部 に 接 続 部 が 設 け ら れ て
い る 。 こ の 接 続 部 は 同 時 に 、 ワ イ ヤ 巻 線 ５ １ と 電 気 的 に コ ン タ ク ト し 、 即 ち 同 時 に 図 １ に
記 載 し た 差 し 込 み コ ン タ ク ト ２ ３ の 機 能 も 有 す る 。 こ の よ う に し て 凝 固 中 に 処 置 液 接 続 部
が 意 図 せ ず 接 触 す る こ と が 防 止 さ れ る 。 ワ イ ヤ 巻 線 ５ １ の 代 わ り に 接 続 ラ イ ン ９ ｃ を 、 別
個 の リ ッ ツ 線 ま た は そ れ に 類 似 の も の と し て ホ ー ス ５ ３ の 内 側 ま た は 外 側 に 形 成 す る こ と
が で き る こ と も わ か る 。 ワ イ ヤ 巻 線 ５ １ は そ の 他 に 、 ホ ー ス ５ ３ を 外 側 か ら 取 り 囲 む こ と
も で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 述 し た 、 電 気 外 科 用 器 具 の 構 成 で は 、 ガ イ ド 管 に 挿 入 さ れ た コ ン タ ク ト ス リ ー ブ が 、
電 気 外 科 用 電 極 と の 電 気 的 な コ ン タ ク ト の た め に 用 い ら れ て い る 。 図 ５ に 示 し た 実 施 例 で
は 、 同 様 に プ ラ ス チ ッ ク ホ ー ス と し て 形 成 さ れ た ガ イ ド 管 ７ ｄ に 、 こ の 場 合 コ イ ル ば ね 区
分 と し て 形 成 さ れ た ス リ ー ブ ５ ９ が 挿 入 さ れ て い る 。 ス リ ー ブ ５ ９ は 、 ほ ぼ ガ イ ド 管 ７ ｄ
の 中 央 で そ の 遠 位 端 部 に 向 か っ て 延 び る 延 長 部 ６ １ の 支 持 体 と し て 働 く 。 こ の 延 長 部 ６ １
は ガ イ ド 管 ７ ｄ の 遠 位 端 部 で 定 置 の 電 極 ３ ３ ｄ を 形 成 す る 。 延 長 部 ６ １ は 図 示 の 実 施 例 で
は 、 ス リ ー ブ ５ ９ を 形 成 す る コ イ ル ば ね 区 分 か ら 突 出 す る 端 部 脚 で あ る 。 コ イ ル ば ね 区 分
に お け る 軸 方 向 で 延 び る 延 長 部 ６ １ の 移 行 部 で 露 出 し た コ ン タ ク ト 領 域 ６ ３ を 除 い て 、 金
属 ワ イ ヤ 、 例 え ば タ ン グ ス テ ン ワ イ ヤ か ら 成 る 延 長 部 ６ １ は 、 ス リ ー ブ ５ ９ の コ イ ル ば ね
区 分 も 含 め て 電 気 的 絶 縁 体 ６ ５ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 電 気 外 科 用 電 極 １ １ ｄ は フ レ キ シ ブ ル な 切 除 ル ー プ と し て 形 成 さ れ て い て 、 公 知 の よ う
に 、 ガ イ ド 管 ７ ｄ 内 で 摺 動 可 能 な 接 続 導 体 ９ ｄ も 含 め て 電 気 的 絶 縁 体 ４ ５ ｄ を 設 け る こ と
が で き る 。 切 除 ル ー プ １ １ ｄ は 延 長 部 ６ １ ｄ を 通 過 し て 、 ガ イ ド 管 ７ か ら 、 生 物 学 的 組 織
の 接 触 式 の 凝 固 及 び 切 除 の た め に 押 し 出 さ れ る 。 定 置 の 電 極 ３ ３ ｄ を 形 成 す る 延 長 部 ６ １
は ガ イ ド 管 ７ ｄ の 真 ん 中 に 配 置 さ れ て い る の で 、 延 長 部 ６ １ は 延 長 部 ６ １ に 沿 っ て 切 除 ル
ー プ １ １ ｄ が 引 き 込 ま れ る 際 に 、 切 除 ル ー プ １ １ ｄ が 完 全 に 引 き 込 ま れ た 位 置 で プ ラ ズ マ
凝 固 運 転 の た め の コ ン タ ク ト 領 域 ６ ３ に 当 接 す る ま で 切 除 ル ー プ に 通 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ス リ ー ブ ５ ９ を 金 属 管 区 分 と し て 形 成 す る こ と も で き る こ と が わ か る 。 さ ら に 延 長 部 ６
１ は こ の 金 属 管 に 一 体 に 形 成 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 延 長 部 ６ １ は 、 金 属 管 区 分
に 導 電 的 に 取 り 付 け ら れ た 、 例 え ば 溶 接 さ れ た ワ イ ヤ 区 分 と し て 形 成 す る こ と も で き る 。
金 属 管 区 分 は 場 合 に よ っ て は そ の 内 面 に 絶 縁 層 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ６ の 構 成 で も 、 金 属 管 区 分 と し て 形 成 さ れ た ス リ ー ブ ５ ９ ｅ が 、 半 径 方 向 で 弾 性 的 な
コ ン タ ク ト ば ね 舌 片 ６ ７ の た め の 支 持 体 と し て 働 く 。 コ ン タ ク ト ば ね 舌 片 ６ ７ は ス リ ー ブ
５ ９ ｅ の 近 位 端 部 か ら 突 出 し て い て 、 接 続 ラ イ ン ９ ｅ 、 こ の 場 合 、 電 気 外 科 用 電 極 １ １ ｅ
を 接 続 ラ イ ン ９ ｅ に 接 続 す る ス リ ー ブ ６ ９ に 、 電 気 外 科 用 電 極 １ １ ｅ が 引 き 戻 さ れ た 位 置
で 導 電 的 に コ ン タ ク ト し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ス リ ー ブ ５ ９ ｅ は ガ イ ド 管 ７ ｅ の 遠 位 端 部 に ま で 延 び て い て 、 こ こ で 定 置 の 電 極 ３ ３ ｅ
も 形 成 し て い る 。 コ ン タ ク ト ば ね 舌 片 ６ ７ を 除 い て 、 ス リ ー ブ ５ ９ ｅ の 内 周 面 に は 絶 縁 層
７ １ が 電 気 的 に 絶 縁 す る よ う に 被 覆 さ れ て い る 。 図 示 し た 実 施 例 と 同 様 に 、 切 除 ル ー プ と
し て 形 成 さ れ た 電 気 外 科 用 電 極 １ １ ｅ と 接 続 ラ イ ン ９ ｅ と に 同 様 に 、 電 気 的 に 絶 縁 性 の 層
４ ５ ｅ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 絶 縁 層 は ス リ ー ブ ６ ９ の コ ン タ ク ト 領 域 で の み 切 り 欠 か れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 図 示 し た 実 施 例 で は 、 コ ン タ ク ト ば ね 舌 片 ６ ７ は ス リ ー ブ ５ ９ ｅ に 一 体 に 形 成 さ れ て い
る 。 コ ン タ ク ト ば ね 舌 片 は 場 合 に よ っ て は ス リ ー ブ ５ ９ ｅ と 別 個 に 形 成 す る こ と も で き る
こ と が わ か る 。 例 え ば 、 ス リ ー ブ ５ ９ ｅ は 全 体 と し て プ ラ ス チ ッ ク 材 料 か ら 成 っ て い て 、
コ ン タ ク ト ば ね 舌 片 ６ ７ は １ つ の 部 分 か ら 成 っ て い て 、 軸 方 向 で 延 び 、 定 置 の 電 極 を 形 成
す る 延 長 部 に 接 続 さ れ て 、 ス リ ー ブ 内 に 位 置 固 定 さ れ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 ル ー プ 電 極 を 備 え た 電 気 外 科 用 器 具 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 1の 器 具 の 変 化 実 施 例 の 遠 位 領 域 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 1の 器 具 の 別 の 変 化 実 施 例 の 遠 位 領 域 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 電 気 外 科 用 電 極 と し て 硬 化 注 射 針 を 備 え た 器 具 の 実 施 例 の 遠 位 領 域 を 示 す 断 面 図
で あ る 。
【 図 ５ 】 図 1の 器 具 の さ ら に 別 の 変 化 実 施 例 の 遠 位 領 域 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 1の 器 具 の さ ら に 別 の 変 化 実 施 例 の 遠 位 領 域 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ６ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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摘要(译)

用于导管（5），高频电流的作用下的内窥镜或电外科器械，即使在接触
的电外科手术，非接触式血浆凝固电离气体也能够被驱动。固定电极
（33）布置在引导管（7）的远端，其可以被引入内窥镜（3）的器械通
道（1）中，该电极在设置在引导管（7）中的电外科电极（11）被拉回
的位置处经由接触元件（37）连接到电极（11）。电极（11）被拉回的
位置不是必需的，但可以通过操作装置（13）的止动件（21）和/或接触
元件（37）的适当放置和尺寸来保证。不需要光学控制电极（11）的缩
回位置。
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